
スミセイ Vitalityカップ    
JVA第４５回全日本バレーボール小学生大会 全国大会開催要項    

                                  

  

主     催  公益財団法人 日本バレーボール協会／日本小学生バレーボール連盟／読売新聞社 

共     催  開催地バレーボール協会  

後     援  スポーツ庁／公益財団法人日本スポーツ協会 日本スポーツ少年団／東京都／神奈川県

／相模原市教育委員会／公益財団法人相模原市スポーツ協会／海老名市教育委員会／千

葉県教育委員会／報知新聞社   (申請中)   

特 別 協 賛  住友生命保険相互会社 

協     賛  ゼビオグループ／デサントジャパン株式会社／株式会社ピーアンドピー浜松／丸大食品

株式会社／三井住友信託銀行株式会社  

協     力  株式会社プレナス    

主     管  スミセイ Vitality カップ JVA 第４５回 全日本バレーボール小学生大会実行委員会 

 

１．大会の趣旨  （１）教育的配慮の下に、バレーボールを通じて全国の児童の親睦と交流を図る。 

         （２）バレーボールによる小学生の体力向上とたくましい意欲の醸成に努める。 

         （３）小学生から正しいバレーボールの基本技術とチームプレーを体得し、楽しい 

ゲームができるよう指導する。 

 

２．開 催 期 間  令和 7 年８月４日（月）～７日（木） 

 

３．会   場  京王アリーナ TOKYO、町田市立総合体育館、大田区総合体育館 

相模原ギオンアリーナ、海老名運動公園総合体育館、船橋アリーナ 

          

４．開 会 式  令和７年８月４日（月） 午後３時 京王アリーナ TOKYO 

(旧 武蔵野の森総合スポーツプラザ) 

                    

５．大 会 日 程  ８月 ４日（月）  監督会議・開会式、 

                  ※ 開場予定  午前１１時００分 (ブロック別入場 別途案内) 

チーム受付 午前１１時３０分 

                           

         ８月 ５日（火）  予選 第一日目 

         ８月 ６日（水）  予選 第二日目 

８月 ７日（木）  決勝トーナメント・閉会式  会場…町田市立総合体育館  

 

６．参 加 資 格 （１）２０１３年４月２日以降に生まれた者で、令和７年５月１日現在、国、公、私立の 

小学校および各種学校に在学している者。 

            （２）公益財団法人 日本バレーボール協会加盟団体登録規定に基づき、令和７年４月１日

以降、都道府県のブロック大会（地区・支部）申し込み締め切り日までに、公益財団

法人 日本バレーボール協会―ＭＲＳに登録を済ませていること。 

             ※この都道府県大会中、他チームから登録し、その後移籍した者については、これ

を認めない。 

           （３）都道府県大会の結果、都道府県バレーボール協会長の推薦したチームであること。 

（４）参加チーム数 北海道は南北に分け、男子・女子・混合それぞれ各 1 チームずつの

計６チームとする。開催地(東京・神奈川・千葉)には男子・女子・混合各 1 チームを加

える。他は男子・女子・混合各 1 チーム。 

 

７．競 技 規 則  令和７年度 公益財団法人 日本バレーボール協会の定める６人制競技規則による。 

           但し、別に定める小学生バレーボール競技規則を採用する。 

      

８．競 技 方 法  第一日目：グループ戦 

第二日目：グループ戦及び準々決勝進出決定戦 

第三日目：決勝トーナメント（準々決勝・準決勝・決勝） 

全試合３セットマッチとし、３位決定戦は行わない。 



９．チーム編成  （１）チーム編成は、監督１名・コーチ 2 名までとマネージャー1 名、選手１４名の計 18 

名以内とする。 

（２）大会に出場するチームは、監督、コーチ、マネージャーは二重登録とならない限り 

   変更できる。選手については、同一団体内で参加資格を有している者であれば、都道
府県大会時の選手と違う選手に交代してもよい。 

（３）監督・コーチは成人(18 歳以上で選手の引率責任を果たせる者)であること。又、ベ
ンチスタッフの１名以上は、日本小学生バレーボール連盟主催の指導者講習会（一
次・二次のいずれか）を受講した者、または公益財団法人日本スポーツ協会認定バ
レーボールのスタートコーチ・コーチ 1～4のいずれかの資格取得者か日本小学生
バレーボール連盟認定指導者でなければならない。 

又、試合時にはそれらを証明する証明書等を胸にさげていなければならない。 

（４）成人のベンチスタッフは、日常子どもたちの健全育成を目指して指導に当たってい 

ると実行委員会が認めた者。暴力、暴言、セクシャルハラスメント等、指導者とし
て不適切な行為を行っている者の出場は認めない。 

（５）ベンチスタッフは、チームスタッフとしてＪＶＡ-ＭＲＳに登録され、且つ、宣誓書 

に署名した者に限る。 

（６）他都道府県在住であって、新年度の登録の際に移籍登録した選手はベンチには３分 

の１以内とする。また、コート上には２名以内とする。他都道府県在住であっても、 

前年度までに登録していればこの制限の対象とはならない。監督は試合時に、新年 

度移籍登録選手の番号を審判員と確認しておく。 

（７）混合の部では、コート内に男子及び女子が常に 1 人以上いること。 

 

10．使 用 球  公益財団法人 日本バレーボール協会が公認する人工皮革軽量４号カラーボールを使用
する。男子・混合：モルテンボール(V4M5000ーL)／女子：ミカサボール(V400W-L) 

 

11．競 技 服 装   （１）選手の背番号は１～９９番とするが、１～１４番が望ましい。 

          ユニフォームは２着以上（健康管理・安全面等から）用意しておくこと。 

          ※第二日目と第三日目は、勝ち進むと３試合あるので留意すること。 

          （２）ユニフォームの背番号の色は、ルールに則って地の色と対照的な色を使用し、誰も
が見え易いものにすること。 

（３）監督、コーチ、マネージャーの服装は短パン、Ｔシャツは不可とし、監督、コー
チ、マネージャー章を各チーム側で用意し、必ず左胸に付けること。但し、小学生が
ベンチスタッフとして入る場合、短パン、Ｔシャツを認めるがＴシャツの色は他のベ
ンチスタッフと異なってもよい。 

         （４）混合チームのユニフォームは、男女で違うユニフォームを着用し、番号が重なら 

ないようにする。ただし、第４５回大会においては違うユニフォームを用意できない
場合には、ソックスの色を変えるかまたは男子・女子のいずれかが識別用バンドを腕
か足首に付けて一目で判別できるようにすること。 

 

12．参加申込方法  都道府県大会の結果、各都道府県バレーボール協会に推薦されたチームは、下記 

の書類等を申し込み締め切り日までに、大会事務局へ送付すること。 

（１）提出書類 

①全国大会参加申込書（必ず全項目を明確に記入すること） 

②チームの集合写真(プログラムに使用、プラカード入りが望ましい) 

③公益財団法人日本バレーボール協会 MRS チーム加入選手一覧(ブロック大会・

地区大会参加時のもの) 

④チームアンケート(主催報道機関より配布) 

（２）提出方法 

  ①ホームページよりダウンロードし、加工しないで送信すること。(過去の他の申込

書をコピー&ペーストしない) 

           ②JPEG ファイル形式で（サイズは１メガ程度）送信すること。 

③JVA-MRS 登録のサイトからダウンロードしたものそのままを送信すること。 

  ④については主催報道機関へ FAX または郵送で必ず送付すること。 

 ※提出された名簿等は本大会に関する目的以外は使用しません。 

   

13．参加申込締切日  令和７年６月３０日（月）とする。 

※ 代表決定が締め切り日より遅れる場合には都道府県実行委員会を通して大会事務局



へ連絡すること。 

 

14．組 合 せ （１）第一日目 グループ戦  大会実行委員会で責任抽選を行う。 

日 時 令和７年７月１３日(日) 13:00 

会 場 国立オリンピック記念青少年総合センター  

（２）第二日目 グループ戦及び準々決勝進出決定戦 

日 時 令和７年８月５日(火) 16:00より 

会 場 京王アリーナ TOKYO 会議室 A  

（３）第三日目 決勝トーナメント 

日 時 令和７年８月６日(水) 17:00より 

会 場 京王アリーナ TOKYO 会議室 A 

※(２)(３)ともにライブ配信します。抽選結果については、日小連のＨＰで 

ご確認下さい。 

  

15． 監 督 会 議  令和７年８月４日（月）１３時００分から、京王アリーナ TOKYOにて行う。全チー

ム、監督は時間厳守の上必ず出席すること。（監督が出席できない場合は、必ず事務局

に連絡するとともに、責任ある者を代わりに出席させること。）  

 

16． 表   彰  男子・女子・混合の各１位から３位までを表彰する。 

※準々決勝で敗者となったベスト８のチーム（男子・女子・混合各４チーム）を敢闘 

賞として表彰する。（コート表彰） 

 

17． 個人情報等について （１）大会参加申込にかかる主催者及び主催団体が取得した各種個人情報について

は、大会参加資格確認、大会運営上必要なプログラム構成及び作成・大会時のア

ナウンス・大会結果掲載に関すること（表彰・ホームページ・大会報告書・報道

関係・協賛各社への提供等）その他大会開催に必要な連絡等のみに使用する。 

（２）参加チームは「個人情報及び肖像権に関する取扱いについての承諾書」を提 

出すること。 

 

18．そ の 他  （１）大会参加費、プログラム購入申し込み、旅費、昼食、宿泊の詳細については、別

途連絡する。 

①旅費：エントリー選手数の鉄道普通運賃(在来線）を実行委員会が補助する。沖

縄については、航空運賃の半額を補助する。 

※ベンチスタッフは各自自己負担とする。 

           ②昼食：「ほっともっと弁当」を利用すること。費用はチーム負担とする。 

           ③宿泊：宿泊費はチーム負担とし別紙宿泊要項による。 

             （２）傷害保険：選手・指導者は全員スポーツ傷害保険に必ず加入手続きを済ま 

せておくこと。 

（３）選手の健康については、指導者・保護者が十分注意をして出場させること。 

            （４）出場チームは、前もって都道府県小連から全国大会参加の心構えについて 

指導を受け、その指導に則って全国大会に参加すること。 

（５）日本小学生バレーボール連盟ホームページに掲載される「全国大会ガイダンス」

の内容をチーム内で周知すること。 

 

関係書類提出先  MAIL:2025zenkoku@jeva-web.com 
 

19．問い合わせ     スミセイ Vitality カップ JVA 第４５回 全日本バレーボール小学生大会 全国大会                        

          〒１５１－００６３  東京都渋谷区富ヶ谷１－８－３ 志田ビル３階 

TEL ０３－５７３８－５３９１  FAX ０３－５７３８－５３９２ 

              MAIL:office@jeva-web.com 

            
今年の大会テーマは 

「   君がヒーロー 君もヒロイン 
~  みんな主役だ 全小バレー ~  」  


